
～　　　　一し一　一直写

二茸惹甫翻し

第16回アジア大会
女子陸上日本代表
佐野夢加さん1日消防長
に！

11月9日に、平成22年秋季火

災予防の啓発活動の一環として、
佐野夢加さんとつるピーが市内大
型スーパーで火災予防を呼びかけ

ました。

都留子ども議会を実施し
ました。

都留子ども議会を11月11日に

市役所3階本会議場で実施しまし
た。

市内のすべての小・中・高校の
代表者が子ども議員となり、都留
市のまちづくりについて意見を発
表しました。

上）議長に選任された都留第
一中学校　石井幹人さん。

上左）質問する谷村第一小学

校　田中彩乃さん。

左）子ども議員の皆さん。皆

さん緊張した面持ちです。
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SUrU　園子ども議会に参加した皆さん
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都
留
文
科
大
学
の
職
員
陸
上
部
所
属

の
佐
野
夢
加
さ
ん
が
1
日
消
防
長
と
な

り
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
消
防
本
部
前
で
の
辞
令

交
付
式
の
あ
と
、
消
防
本
部
職
員
ひ
と

り
ひ
と
り
の
服
装
・
携
帯
品
な
ど
の
検
査

を
行
う
「
通
常
点
検
」
を
緊
張
の
面
持
ち
で

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
内
大
型
ス
ー

パ
ー
2
店
舗
前
に
お
い
て
火
災
予
防
啓

発
活
動
を
先
頭
に
立
ち
行
い
ま
し
た
。

店
舗
の
前
で
は
、
制
服
に
身
を
包
ん

だ
佐
野
さ
ん
と
、
「
火
の
用
心
」
の
札
を

胸
に
つ
け
た
つ
る
ピ
ー
が
そ
ろ
っ
て
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
内
の
特
定
防
火
対
象
物

の
立
ち
入
り
検
査
の
実
施
を
行
い
、
午

後
は
回
生
堂
病
院
に
お
い
て
、
自
衛
消

防
訓
練
と
、
連
携
防
御
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
も
行
う

な
ど
、
当
日
は
非
常
に
精
力
的
に
消
防

長
の
役
職
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

都
留
子
ど
も
議
会
は
、
市
内
す
べ
て

の
小
・
中
・
高
校
へ
通
う
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
市
政
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
都
留
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
提
案
や
意
見
を
発
表

し
、
今
後
の
市
政
へ
提
言
を
行
う
場
で

す。
ま
ず
、
各
小
・
申
・
高
校
の
子
ど
も

議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
自
分
た
ち
の
学
校

が
行
っ
て
い
る
活
動
内
容
を
ど
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
学
校
か
ら
、
ゴ
ミ
の
リ

サ
イ
ク
ル
や
河
川
な
ど
の
環
境
問
題
、

防
災
、
高
齢
者
対
策
、
各
小
・
中
・
高

校
と
都
留
文
科
大
学
と
の
連
携
な
ど
、

市
政
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
議
場
に

入
っ
た
と
き
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で

し
た
が
、
自
分
が
発
言
す
る
順
番
が
来

る
と
は
っ
き
り
と
し
た
声
で
堂
々
と
自

分
の
意
見
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。


